
予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ28年度～Ｈ29年度】 H27年度決算 H28年度決算 H29年度当初 H30年度当初

総事業費 7,893千円 12,860千円 7,198千円 0千円

24,444千円
予算事業名

総人件費 26,196千円 34,231千円

研究学園地区土地利用に要する経費 総事業コスト 34,089千円 47,091千円 31,642千円

要
す
る
経
費
全
体

指標の概要

規制・誘導を図ったエリア

都市計画部 市街地振興課 学園地区市街地振興室 01 02 01 08 17

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト

個別計画 -

規制・誘導を図ったエリアの累計面積（ｈａ）

※様々な取組を行っているところだが, その内の一つ
として, 地区計画を決定した区域の面積（累計）を採
用するものとする。

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

21.3ha 24.8ha 1.7ha - - -10.9ha戦略プラン Ⅱ 7 2 つくば駅周辺地区の活性化

- - - -

総合戦略

事務事業名 01 中心市街地再生事業
指標名 指標種別 成果指標

事
業
計
画

平成27年度に引き続き都市再生に向けた各種事業展
開を図る。地区計画については，平成28年度及び29年
度当初に売却する宿舎に対し，年度末までに都市計画
決定する。また，竹園三丁目地域拠点再構築について
は，11月を目処に詳細検討を終了させ，事業実施の判
断を行う。

事
業
計
画

・廃止された公務員宿舎については，今後も引き続き地
区計画を設定し，良好な景観形成を図る。
・西武筑波店の撤退等，中心市街地のにぎわいが低下
しているため，中心市街地再生に向けたビジョンや活性
化方策の検討を進める。
・竹園三丁目地域拠点再構築事業については，地権者
や庁内関係課との調整等を通して，事業内容を再検討
していく。

活
動
実
績

・関東財務局と協議し，廃止される公務員宿舎用地等４
地区において地区計画の都市計画決定を行った。
・都市の防災機能の向上，安全かつ円滑な交通の確保
及び景観の整備を図ることを目的に，9月30日につくば
市無電柱化条例を施行した。
・竹園三丁目地域拠点再構築事業については，竹園地
区の区長，所在する小中学校のＰＴＡ役員を対象にした
タウンミーティングや，全市民を対象にしたワークショッ
プを開催したほか，メールや意見箱を設けるなどして広
く地域住民の意見を募った。

その他の指標 -- - - -
Ｈ28年度 Ｈ29年度

実績 10.9ha 21.3ha 24.8ha  Ⅲ 1 1
つくば駅周辺地区のにぎわい
創出

事業実施
コスト

H30年度当初

事業費（Ａ） 3,833千円 11,240千円 3,094千円 0千円

0千円 0千円

0千円

0千円 0千円

・民間活力による都市再生を実現するため，民間事業者
等と調整しながら，実情にあった都市再生策を検討す
る。
・地権者である関東財務局との連携を密にする。

改
善
目
標

・今後も引き続き良好な街並み景観の形成に向けた取
り組みを実施していく。
・竹園三丁目地域拠点再構築事業については，実現可
能性の視点などから，改めて事業内容を検討していく。

県支出金 0千円 0千円 0千円

-

30,881千円 16,946千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

18,677千円

上
半
期
活
動
実
績

-

一般財源 3,833千円 11,240千円

19,641千円 13,852千円

時間外
勤務

0千円 0千円

改
善
目
標

3,094千円

H27年度決算 H28年度決算 H29年度当初

内
訳

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

829.53時間 1053.15時間 527.00時間

人件費（Ｂ） 14,844千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

1.70人

臨時職員等 無 無 無

2.30人 1.70人

Ｈ
30
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

有効性

-

事業の
進捗状況

未達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

-

課
題

・今後も公務員宿舎用地の売却が進められるため，良
好な都市景観を継承していくために，継続的な街並み誘
導を行っていく必要がある。
・竹園三丁目地域拠点再構築事業については，事業の
実現可能性の視点などから，改めて検討していく必要が
ある。

課
題

成
果

地区計画設定や無電柱化条例の施行等による街並み
誘導を行うことにより，良好な都市環境を継承している。

上
半
期
成
果

-効率性 -

総合評価 -

有効性

Ｈ30年度
の方向性

- 理由

根拠法令等
新たなつくばのグランドデザイン
研究学園地区まちづくりビジョン

事業分類 Ａ　任意的事業

執行体制 一部委託

事
業
の
目
的

「研究学園地区まちづくりビジョン」や社会情勢の
変化等を踏まえ，これまでに培われてきた緑豊か
なゆとりある都市環境を継承しつつ，魅力あるま
ちづくりを進めていく。

事
業
の
概
要

・「つくば中心市街地再生推進会議最終報告
（H25.12)」等を踏まえ，公務員宿舎用地の売却時
期を見据えながら，地区計画設定などの街並み
誘導等を図っていく。
・西武筑波店の撤退等を受けて，中心市街地再
生に向けたビジョンや活性化方策について検討を
進める。

-

評
価

効率性

総合評価

高：成果が向上（高水準を維持）している

高：費用対効果が向上（高水準を維持）して
いる

Ｓ：成果・費用対効果を維持して継続実施

評
価

-
ISO

14001

H28
環境
関連
性

H29
環境
関連
性

-

- -

-

- -



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ28年度～Ｈ29年度】

款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H27年度決算 H28年度決算 H29年度当初 H30年度当初

総事業費 7,893千円 12,860千円 7,198千円 0千円

2 つくば駅周辺地区の活性化 260日 270日 280日 290日 - - -

総人件費 26,196千円 34,231千円 24,444千円

都市計画部 市街地振興課 学園地区市街地振興室 01 02 01 08 17 研究学園地区土地利用に要する経費 総事業コスト 34,089千円 47,091千円 31,642千円

部等名 課等名 係等名 会計

その他の指標 実証実験店舗への来客者数- - - -
Ｈ28年度 Ｈ29年度

改
善
目
標

昨年度までの実証実験の結果を基に公共空間活用の
ルールを定めた要項を早急に制定し，要項に基づいた
公共空間の活用を推進する。

改
善
目
標

引き続き，より効果的な公共空間の活用を図るため，適
正な施設管理のあり方や効率的な運営方法などを検討
していく。

- - - -

事務事業名 02 公共空間活用推進事業
指標名 実証実験出店日数 指標種別 活動結果指標

指標の概要 実証実験出店日数
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度

事業実施
コスト

H27年度決算 H28年度決算 H29年度当初 H30年度当初

事
業
計
画

年度当初に要項を制定し，要項に基づいた公共空間の
活用を行う。また，団体が活用しやすくなるようなサポー
トを実施するとともに，市としても更なる公共空間活用に
向けた取組み手法を検討する。

事
業
計
画

ペデカフェ団体が実施する取組成果を検証するととも
に，庁内関係課及び団体と適正な施設管理のあり方や
効率的な運営方法などの検討を進めながら，引き続き
公共空間活用の制度化を図っていく。

事業費（Ａ） 4,060千円 1,620千円 4,104千円 0千円

内
訳

国庫支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

県支出金

0千円 0千円

活
動
実
績

・６月から「つくばペデカフェ推進要項」を施行した。
・つくばペデカフェ推進要項に基づき，12団体を指定し，
17の取組を実施した。
・つくばペデカフェ推進要項に基づく取組の一つとして開
催した「つくばセンターマルシェ」（延べ330日間開催）の
実績は，年間で来客者数26,469人，売上17,715千円と
なった。

上
半
期
活
動
実
績

臨時職員等 無

成
果

公共空間を活用しやすい制度の創設等により様々な取
組が実施されたことで，多くの方が中心市街地を訪れ，
にぎわいの創出につながった。

上
半
期
成
果

-

その他特財 0千円 0千円

0千円 0千円 0千円 0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

一般財源 4,060千円 1,620千円 4,104千円 0千円

人件費（Ｂ） 11,352千円 14,590千円 10,592千円

1.30人

時間外
勤務

634.34時間 805.35時間 403.00時間

無 無

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

15,412千円 16,210千円 14,696千円

Ｈ
30
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

-

有効性

内
訳

正
職
員

従事
割合

1.30人 1.70人

有効性

課
題

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

課
題

西武筑波店が撤退するなど中心市街地のにぎわいが低
下しているため，にぎわい創出に向けた取組を一層推
進する一方，適正な施設管理のあり方や効果的な運営
方法などを検討する必要がある。

Ｈ30年度
の方向性

- 理由 -
評
価

中：適切な成果が得られている

評
価

-

効率性 中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

Ｈ32年度

戦略プラン

事業分類 Ａ　任意的事業

執行体制 一部委託

事
業
の
目
的

つくばセンター地区及びその周辺地区のにぎわ
いと魅力の創出を図る。

事
業
の
概
要

・つくばセンター地区のにぎわい創出に向けて，
ペデストリアンデッキや広場等の公共空間の活用
手法及び公共空間隣接建築物への誘導方策等
を検討
・公共空間において実施される各種催しについ
て，実証実験を実施

個別計画 -

根拠法令等
新たなつくばのグランドデザイン
研究学園地区まちづくりビジョン

総合戦略

Ⅲ 1 1
つくば駅周辺地区のにぎわい
創出

-

Ⅱ 7

ISO
14001

H28
環境
関連
性

- - -

-

H29
環境
関連
性

- -

-

実績 267日 316日 330日  


